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口

次

第

章

国
家
お
よ
び
法
の
秩
序

に
お
け
る
基
本
権

の
機
能

1
,
個
人
と
国
家
の
問
の
緊
張

の
場
に
お
け
る
基
本
権

噸

1

人
類
学
的
根
拠
づ
け

2

法

の
前
提
で
あ
り
創
造
物

で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

3
.
中
心
的
な
基
本
権
に
か
ん
す
る
諸
問
題

4

政
治
の
手
段
で
あ
り
目
的

で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

5
.
客
観
的
原
則

で
あ
り
主
観
的
権
利

で
あ
る
も

の
と
し
て
の
基
本
権

6
.
基
本
権

の
私
人
間
的
側
面

に
つ
い
て

〔V皿〕
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三

八

(
一
〇
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n
.
基

本
権

理
論

の
た
め

の
推
論

1
.
基
本

権

の
防
御

的

(α
○『窪

ω
ぞ
)

理
解

と
構
成

的

(7
0
霧
二
ε

二
く
)
理
解

2
.
右

.

.
つ
の
理
解

の
位

置
付

け
と

境
界

3
.
「
制
度
的

」

(
二
霧

一幽ε

鉱
§

o
=
《)

基
本

権

理
解

の
概

念

に

つ
い
て

m
.
国
家
の
構
成
的
要
素
と
し
て
の
基
本
権

-

民
豆
的
法
秩
序
の
必
須
物

第

.

1
.
国
家

の
構

成

的
要
素

2
.
基
本
・権

の
再
構

成

3
.
権
利

実
現

の
過

程

に
お
け

る
基
本

権

の
機

能

4

少
数

者

の
保
護

5
.
ス
イ

ス
に
お

け
る
基

本
権

の
、

そ

の
他

の
特

殊

な
機

能

.隆

墓

本
権

の
実

現

ー

.
基

本
権

を
具

体

化
す

る
必
.要
性

n

.
基

本
権

の
部

分
的

内
容

1
.
基
本

権

の
、
直

接
的

請
求

の
根

拠
と

な

る
内
容

2
.
プ

ロ
グ

ラ
ム

S
=

(コ
・o
gQ
ra
m
m
a
tis
ch
e
S
c
h
ich
t
)

3
.
単
純

な
法

適

川

の
際

の
基
本

権

の
側

面
　
護

　

(f・la
n
lcier
en
cl)
作
川

皿
.
様

々
な

基
本

権
内

容

の
国
家
機

関

へ
の
配
分

(Z
u
o
rd
n
u
n
g
)

1
.
課

題

ー

適
切
な
機
関

の
決
定

2
.
㍍

法

者

3
.
執

政

(R
eg
ie
ru
n
g
)

と
行
政

(V
e
r・w
a
ltu
n
g
)

4
.
周

列

、

f

付

説
.
権

限
あ

る
国

家
機

関

の
決

定

に
か

ん
す

る
事

例
と

し

て

の
ス
イ

ス
基
本

権
判
例

の
歴

史

W
.
基

本
権

に
も

と

つ
く
給

付
請
x

権

(L
e
istu
n
g
s
a
n
s
p
i・u
ch
)
ー

社

会
的

基
本
権

1
.
問

題

2

.
連

邦

裁
判

所

の
判
例

(以
ヒ

、

本
誌

.
ヒ
0
号

)

(
以

L

、

本

誌

.
し

号

)

(
以

ヒ

、

本

誌

ヒ

.

.号

)

(
以

L

、

本

誌

ヒ

..

.号

)
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3
.
連
邦

裁
判

所
判

例

の
分

析

4
.
司
法

審
査

適
合

性

〔判
定

〕

の
決
定

的
基

準

V
,
d
7
憲
解

釈

(v
er
fa
s
su
n
g
s
k
o
n
fo
rm
e
A
u
sle
g
u
n
g
)

1
.
原

則

2
。
連
邦

裁
判

所

の
憲
法

裁
判

権

に
お

け

る
意
義

3
.
憲
法

に
適
合

す
る
裁

量
権

行
使

(E
r
m
es
se
n
s
a
u
s
u
b
u
n
g
)

W
.
基

本

権

の
第
三
者

効
力

-

問

題

2
.
第

三
者

効
力
説

の
論

拠

3
.
基
本

権

の
第

三
者
効

力

の
原

則
的

承
認

4

,
私

法

に
お
け

る
基
本

権

の
適

用
状

況

(A
n
w
e
n
d
u
n
g
sm
o
d
a
lit鋒
)

第

三
章

基
本

権

の
妥
当

領
域

に

つ
い
て

ー
.
妥
当

領
域

の
決
定

1
.
方
法
論

的
注

記

2
.
人
的
妥
当
領
域
の
確
定

ー

各
論

H
.
基
本

権
制

約

の
問
題

と

の
関
連

第

四
章

基

本
権

の
制
約

1
.
法

律
上

の
根
拠

1

.
法
律

と
基
本

権

の
間

の
同

一
化

傾
向

(K
o
n
v
e
r
g
en
z)

-v
衝
突

(K
o
n
flik
t)

2

.
基

本

権
制
約

の
た
め

の
前

提
と

し

て
の
法
律

3
.
基

本

権
保
障

の
た
め

の
法
律

の
機
能

へ
の
期

待

皿
.
公

共

の
利
益

と
比
例

原
則

1
.
基
本

問
題

11
利
益

衡
量

2
,
利
益

衡
量

の
方
法

3
.
公
共

の
利

益

の
決

定

(以
上
、
本
誌

一
七
四
号
)

(以
上
、
本
誌

一
七
五
号
)

(以
上
、
本
誌

一
七
六
号
)

(以
上
、
本
誌

一
七
七
号
)

(
以
上

、

本
誌

一
七
八
、

一
七
九
号

)

(
以
上

、
本

誌

一
八
〇
号
)

(
以
上

、
本

誌

一
八

,
号
)
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四

〇

(
【'O3
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4
.
比
例

原
則

m
.
核

心
的
内

容

1
.
核

心
的

内
容

の
保

障

の
機
能

の

歴
史
的

視

点

m

蹉
法

の
制
約

の

判

決

の
制
約

2
.
核

心
的

内
容

の
確

定

ω

判

決

の
展
開

指
針

m

核

心
的

内
容

の
確

定

に

つ
い

て
の
方
法

の

核

心
的

内
容

の
確

定

に
対
す

る
国

際
法

の
影

響

　

コト

エ

i

-

伽

3

.
核

心
的

内
容

の
保

障
と

い
う
開
か

れ

た
問
題

第
κ

畠早

基
本

権

の
競
合

1
.
h,レ

琢湘

U
.
競
合

問
題

解
決

の
.不
旺
避

性

1

.
基

本
権

の
多

様

な
機
能

2

.
基

本
権

の
多

様

な
制
約

.吋
能
性

3

.
時

効

の
適

川
を
受

け
ず

か

つ
不

可

譲

の
基
本

権

皿
.
課
題

11
紛

争

の
中

に
具
体

的

に
存

在

し

て

い
る
諸
利

益

の
分
析

と

評
価

1
.
具

体
的

な
紛

争
局

.血

の
関
連
　

(R
e
le
va
n
z
)

2
,
す

べ
て

の
関

連
あ

る
基

本
権
内

容

へ
の
顧
慮

W
.
と
く

に
連

邦
憲

法
第

四
条

の

・
他

の
基

本

権
と

の
関

係

に

つ

い
て

第
六

章

人
権

の
国

際
法

的
保

障
と

そ

の
連

邦

憲
法

ヒ

の
基
本

権

と

の
関
係

ー
.
国
際

法

に
お

け
る
人

権

i
.
国

際
的

次
.ル
で
の
人
権

の
法
典

化

(
以

L

、

本

誌

八

.

.号

)

(以
ヒ

、

本

誌
本
号

)
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2
.
国
際

法
的

人
権

保
障

の
固

有
性

H
.
ス
イ

ス
に
お
け

る
国
際

法

的
人

権
保
障

の
妥
当
性

1
.
判
決

に
か
ん
し

て

2
。
蹉
法

に
か
ん
し

て

3
.
外
」父
政

策

に
お

い
て

皿
.
連

邦

憲
法

の
基
本

権

と
欧

州
人

権
保

護
条

約

〔国
ン
舅

}(
)

の
問

の
関

係

1
.
欧

州
人

権
保
護

条
約

の
憲
法

水
準

2

.
欧

州
人

権
保
護

条
約

の
保
障

と
連

邦
憲

法

の
基
本

権

と

の

一
致
?

3

.
連

邦
憲

法
と
欧

州

人
権

保
護

条
約

が
同

侍

に
援

川
さ

れ
た
場

合

に
連
邦

裁
判

所

の
執

る

べ
き

措
置

付

録

202
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四

.

(
90c+̂

,)

皿
.
核
心

的
内
容

判

例

お
よ
び

学
説

の
L

で
争

わ

れ
る

こ
と

な
く
認

め
ら

れ

て

い
る

の
は
、
基

本
権

に
対

す

る
制

約

は
、

そ
れ

が
当
該

基

本

権
保

障

の
核
心

的
内

容

(K
e
r
n
g
e
h
a
lt
)

を
侵

害

し

て

い
る
場

合

に
憲
法

違

反

と
な

る
、

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

し
か

し

な
が

ら
、

こ

の
核

心

的
内
容

を

形

づ
く

る
　

6

(I
n
s
tit
u
t
)

6
規
範

的
意

味

に

つ
い

て
は
、

ま

だ
ま

だ
、
不

明

確
さ

が
支

配

し

て
い
る
。

以

ド

で
は
、

こ
の
規

範
的
意

味

の
機

能
を
手

が

か
り

に

し

て
、

そ

の
外

延

(F
igq
缶
・)
を
解

明

す

る

こ
と

が
試

み

ら
れ

よ
う
。

　

'

核
心
的
内
容
の
保
障
の
機
能

の

歴
史
的
視
点

201

基

本

権

の

核

心

的

内

容

の
保

障

(h
e
r
n
gq
e
h
a
lt
°。σq
a
r
a
n
t
帥㊦
)

は

、

ス

イ

ス
国

法

に

あ

っ

て

は

、

先

の

,
○

年
・
〔
11

.
九

L

O

年

代

〕

に

初

め

て

浮

ヒ

し

た

テ

ー

マ

で

あ

る

。

学

説

お

よ

び

判

例

は

、

右

の

テ

ー

マ
を

扱

う

際

に

、

基

本

権

の
本

質

的

内

容

を

絶

対

に
不

可

侵

の
も

の

阻

(s
c
h
le
ch
t
h
in
u
n
a
n
t
a
s
t
b
a
r
)

と

位

置

づ

け

て

い

る
ボ

ン
基

本

法

一
九

条

一
。項

に
沿

っ
て
方

向

を

定

め

て

い

る

。

こ

の

条

項

の
規

定

で
も

っ

て

、

基

本

法

の
制

定

者

た

ち

は

、

基

本

　

保

護

(
G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
s
s
c
h
u
tz
)

5

　

　

;=
'核

心

を

、

常

時

、

す

べ

て

の
国

家

機

関

に
対

し

て

ー

と

り

わ
け
疏

法

者

に
対

し

て
も

絶
対

的

に
保

　
x

(s
c
h
u
t
z
e
n
)

し
、

ま
た

保
障

(匹
筈

Φ
ぎ

)

す

る

こ
と

を
意

図

し

て
い
る
。

 そ

れ
ゆ

え
に
、

基
本

法
制

定
者

は
、

そ

こ
で
、

最

も
酷

い
基
本

権

侵
害

を
、

任
意

の
法

律
ヒ

の
原

則
を
創

造

す

る

こ
と
と
、

イ

デ

オ

ロ
ギ

i

的

に
根

拠

づ
け

ら

れ

た

。
い
わ

ゆ

る
優
越

的

公

益

(u
b
er
w
ie
g
e
n
d
e
s
o
ffe
n
tlich
e
s
In
te
r
e
s
s
e
)
を
援

川
す

る

こ
と

と

に
よ

っ
て
正
当



化

し
よ

う
と

し

た
第

一..;　
,　

(
O
t・it
te
s
R
e
ic
h
)

6
法
秩

序

に
か
ん

す

る
体
験

へ
の
反

応

を

.小
し

た

わ
け

で
あ
る
、

人

は
、

一
九
四

八

年

に
、

基

本

法

の
制

限
体

系

(OQ
島

茜

冨
ξ

昌
ω
拐

窓
琶
)
を

白

分

た

ち

の
側

で
制

限

し

N
お

　

(5
c
h
r
a
n
k
e
n
)

こ
と
、

ま

た
し

た

が

っ
て
専

制

(T
y-r
a
n
n
e
i)

へ
の
囲
帰

に
対

し

て
有

効

な
障

碍
を

設

け

て

こ
れ
を

阻
む

こ
と

が
不

可
避

で
あ

る

こ
と
を

認
識

し

た

の
で
あ

る
,

こ

の

専

制

の
危

機

に
抗

し

て

措

置

を

講

じ

る

こ
と

は

、

す

べ

て

の

法

治

国

家

の
課

題

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

い
か

な

る

国

家

共

同

体

(G
e
m
e
in
w
e
s
e
n
)
も

、

そ
れ

を
顧

慮

し

て
は

じ
め

て
国

家

権
力

が

正
当

化

(le
g
it
im
ie
r・en
)

さ

れ
る

と

こ

ろ
の

.
人

間

的
白

・田

の

.
例

の

昌
H
既

に
述

べ
た

一
核

心
を

、

と
り

わ
け
経

済
的

危
機

の
外

か

ら

の
脅

威

の
時
期

に
明
け

渡

す

(鷲

゜
尻
σq
°げ
Φ
巳

こ
と

に
対

し

て
不

死
身

で

n
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
の

で

あ

る
、

そ
れ
ゆ

え

に
、

核
心
的

内
容

を
形

づ

く

る
+
　
6

(
In
:;tit
u
t
)

は
、

ス
イ

ス
憲
法

に
と

っ
て
も
、

重

要
な
意

義

を
も

つ
の
で
あ

る
、

ω

疏
法
の
制
約

IQQ一

田

い
か
な

る
場
合

に
お

い
て
も
侵
害

さ

れ

て
は

な
ら
ず

、

ま
た
と

り
わ

け

て
立

法
蕃

に
よ

っ
て
尊
重

さ

れ

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
で

a

 あ
る
基

本
権

の

-
核
心

」
が
存

在
す

る
、

と

の
理
解

(V
o
r
s
te
llu
n
g
)

は
、
連
邦

裁

判
所

の
判

例

の
中

に
、
様

々
な
定

式

化
を

み

て

い
る
。

ま
ず

最

初

に
、
財

産

権

保
障

(E
ig
e
n
t
u
in
s
鵬
a
i・a
n
tie
)

に
か

ん
し

て
、

邦

の
疏

法

者

に

こ

の
財
産

権

保
障

と

い
う
基

本

権

の
制

限

を
許

㎜

容

す

る

法
律

条
項

が

、
問

題

と
し

て
浮

か
び
L

が

っ
た

の

で
あ

る

が
、

し

か
し

、

そ

の
際

、

右
条

項

は
、

ス
イ

ス
法

秩
序

の
基

本

的

制
度

(
fu
n
d
a
m
e
n
t
a
le
s
In
s
tit
u
t
)
と

し

て

の
私

有
財

産
制

(
P
i-iv
a
te
ig
e
n
tu
m

)
が

そ

の
内

容

を
無

に
さ

れ

K
a

(
er　t
le
e
t・e
n
)
と

い
う
と

こ

ろ

に
ま

で
行
き

つ
い
た
も

の

で
は
な

い
、
と

さ
れ

た

の

で
あ
る
..
こ
の
よ
う

な
判
決

に
依

仔

し

て
、
連
邦

裁

判
所

は
、

の
ち

に
、

人
格

的
自

山

を

め
ぐ

っ
て
次

の
よ
う

に
開
陳

す

る

の
で
あ

る
、

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ
ラ

ー

『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論

」

(
.
四

)

四

.

.

.

(
1-13,

,
)
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「
当

裁

判

所

は

、

私

有

財

産

の
保
障

、

ま

た

同
-　

"
　

-G
　

=

　

(
Iib
P
rte
in
d
iv
id
u
e
lle
)

が

、

邦

法

律

に
よ

っ
て
制

限

さ

れ

う

る
も

の

で
あ

る
、

と

判

断

す

る

.

…

…

し

か

し

な

が

ら

、

ま

た

、

当

裁

判

所

は
、

私

有

財

産

の
保

障

が

、

邦

に
対

し

て
、

ス
イ

ス
法

秩
序

の
基

本

的

制

度

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

て

い
る

私
有

財

産

_=

(p
r
o
p
r
ie
te
p
r
iv
つe
)

G
-　

　

(s
u
b
s
ta
n
ce
)
を

廃

除

し

(ω
三
∪壱
.同ヨ
2
.)
な

い
し

無

に
-b
,hra

(V
三
P
i'P
Y')

携

置

を

講

じ

る

こ
と

を

禁

じ

た

も

の

で
あ

る
、

旨

確

認

す

る

。

…

…

私

有

財

産

の
保

障

に
か

ん

し

て
真

実

で
あ

る

(<
一,9D
一)

も

の
は

、

個

人

的

自

山

に

か

ん

し

て

も

よ

り

強

く

妥

当

す

る

(r
a
iso
n
)°

個

人

的

白

由

は

、

ス
イ

ス
法

秩

序

に

お

け

る

.
個

の
基

本

的

制

度

で
あ

る

の

み

な

ら

ず

、

他

の

憲

法

ヒ

の
諸

権

　
-
(
d
ro
its
co
n
s
t
iu
tio
n
n
n
e
ls
)

6
基

礎

を

な

す

最

も

原

理

的

な

(
胃

Φ
ヨ
一曾

の
)
白

山

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

法

律

(lo
i)

は

、

個

人

的

自

山

の
内

実

を
廃

除

し

な

い

し
無

に

す

る

に
等

し

い
措

置

を

講

じ

る

よ

う

な

制

限

は

、

(公

益

(1'in
te
r
e
t
p
u
b
lic
)

に
も

と

つ

い

て

も

)

な

し

え

な

い

の

で

あ

る
。

痂

㍍

法
者

が
基

本
権

に
拘

束
さ

れ

る

こ
と

は
、
今

日

で
は
、

争

わ
れ

る

こ
と
な
く

承
認

さ

れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
.
疏
法

者

は
、
規

範

制

定

に
際

し

N

(r
e
g
u
lie
re
n
d
)
基

本
権

C̀
保

障

領
域

に
疏

ち

人

ろ

う
と

す

る

(Φ
ぎ
韓

9
守
昌
)

と
き

に
は
、

達

成

し

よ
う
と

す

る
㍍

法
"
的

(
そ
れ

は
た

い

て
い

の
場

合
公

益

で
あ

る
)
と
、

こ
の
基

本

権
r

犯

(E
貯
g
r
if
f)

6̀
形
態

お
よ

び
重
大

さ

(rZ
r・t
a
n
d
S
c
h
≦
e
i°e
)

と

の
価
値

衡

量
を

お

こ
な

わ

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

そ

れ

で
、
核

心

的
内

容
を

肯

認
す

る

こ
と

は
、

次

の
こ
と

を
意

味

す

る
。

す
な

わ
ち
、

疏
法

日

的
と

基
本

権
侵
害

と

の
間

の
合
理

的

な
関
係

を
右

の
よ
う

に

〔
11
価
値

的

に
〕
衡

量

し
、

ま
た
探

究

す

る

こ
と

は
、

↓
定

の

点

に
と

ど
め

ざ

る
を

え
な

い
こ
と
、

お

よ
び

、
各

々

の
そ

の
他

の
制

限

は
、

公
益

が

ど
れ

だ

け
優

越

的

で
あ

る
か

、

ま
た
選

択

さ
れ

た
ヂ

段

が

ど
れ

だ
け

正
当

N

(s
a
ch
g
e
r
e
ch
t
)

か

つ
比

例

原
則

に
叶

っ
て

い
る
か
、

と

は
か

か

わ
り

な
く

許

容

さ
れ
ず

、

ま

た

そ

れ

ゆ
え

に
お

こ
な

わ

れ

て
は

な

ら

な

い

の

で
あ

る

。

換

詫

す

れ

ば

、

次

の

と
お

り

で
あ

る

。

立

法

者

は
、

基

本

権

を
制

約

す

る

(
g
r
u
n
d
i°e
ch
ts
b
e
s
ch
r
a
n
k
e
n
ci)
規
範

を
制

定

す

る
権

限
を

有

し

て

い
る
場
合

で
も

、

な
お

、

そ
れ

に
も
か

か

わ
ら

ず
、
基

本
権

の
核

心

に
常

に
拘
束

さ

れ

て
い
る

の

で
あ

っ
て
、
㍍
法

者

が
、

基
本

権
を

、

そ

の
描

置

に
よ

っ
て
ま

さ

に
無

に
し

て
し

ま

っ
た

と
き

に
は
、

こ
の
基

一199一



本

権

を

侵

害

(v
e
r
le
t
z
e
n
)

し

た

こ
と

に

な

る

の

で
あ

る

。

δ

判
決
の
制
約

基

本
権

の
核
心

的
内

容

は
、

ま

た
、

現
行
憲

法

か

ら
す

れ
ば

い
か
な

る

こ
と
が

あ

っ
て
も

(
u
m

k
e
in
e
n
P
r
eis
)

侵
害

さ

れ

て

は
な

ら

な

い
基

本
権

の
地

位

(
G
r
u
n
d
re
c
h
t
s
p
o
s
it
io
n
)

を
示

し

て
も

い
る
。

裁

判
官

が

、
核

心
的

内
容

保

障

の
侵
害

を
確

認
し

た

と
き

、

そ

れ

は
次

の

こ
と

を
意
味

す

る
。

す

な
わ
ち

、
裁

判
官

は
、

基
本

権
侵
害

の
諸

条

件

が
し

か
る

べ
き
も

の

(
σq
。
囎
げ
①
ロ
)

で
あ

る
か
否

か

を

も

は

や
審
査

す

る
こ
と

な
く
、

直

ち

に
、

そ
の
侵

害
を

、

い
か

な
る
公

的
ま

た
は

私
的

利
益

も
、

ま
た
定

立

さ
れ

た
法
律

上

の
原

則

も
、
核

心

的
内

容

へ
の
侵
略

(
E
in
b
r
u
ch
)

を

正
当

化

す

る

こ
と
が

で
き

な

い

の
で
あ

る

か

ら
、
許

容

さ

れ
え

な

い
も

の
と
判

示

し

な

け
れ

ば

な

ら
な

い

の
で
あ

る
。

こ
う
し

た
意

味

に
お

い
て
、

連

邦

裁

判
所

は
、

臓

器
移

植
事

件

判
決

(O
r
g
a
n
t
r
a
n
s
p
la
n
ta
tio
n
)

の
中

で
、

次

の
よ

う

に
述

べ
て

い

る
。

(1441

.・

「
生

存

へ
の
憲

法

上

の
権

利

(v
e
rfa
ss
u
n
g
sm
似
ss
ig
es
R
ec
h
t
a
u
f
L
eb
en
)

は
、

…

…

他

の
、

個

人

的

自

由

の
基
本

権

に

よ

っ
て
保

障

さ

れ

て

い
る

人

格

の
保

'f,

(P
e
rs
d
n
lic
h
k
eits
s
ch
u
tz
)

と

は

対

照

的

に
、

あ

ら

ゆ

る

故

意

S

{a
b
sich
tlich
)

侵

害

が

同
時

に

こ

の

権

利

の
絶

対

的

に
保

障

さ

れ

た
本

質

的

核

・;

(W

e
se
n
sk
e
rn

)

S
侵

害

と

な

り
、

か

つ
そ

れ

ゆ

え

に
憲

法

違

反

と

な

る

、

と

い

う
点

で
際

立

っ
て

い

る

…

…

。

生

存

へ
の
権

利

は

、

そ
れ

ゆ

え

、

い

か

な

る
制

限

に

も

耐

え

ら

れ

な

い
の

で

あ

っ
て
、

法

律

上

の
根

拠

に
も

と

づ

き

、

ま

た

公

益

に

基

礎

を

置

く

　ロ
い

 侵
害
は
、
憲
法
上
、
考
慮
す
る

こ
と

の
で
き
な

い
も

の
で
あ
る
。」

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
一
四

)

四

五

(
2.　
.
3

)



四

六

(313

)

2
,
核

心
的
内

容

の
決
定

の

判

決

の

展

開

指

針

CF,n
tu
　ic
k
lu
n
g
s
lin
iP
)

連
邦

裁

判
所

は
、

今

日

で
は
、

す

べ
て
の
基
本

権

が

そ

の
核

心
的

内
容

を
有

し

て
い
る

こ
と
を

認

め

て
い
る
。

し
か

し
、

従
来

は
、

連
邦

裁

判
所

は
、

個

々
の
基
本
権

の
核

心
的

内
容

を
確

定

す
る

た
め

の
か

な
り

明
確

な
基

準

さ
え

も
発

展
さ

せ

て
い
な

か

っ
た
。

そ

の
判

例

は
、

個

別
的

(
℃
§

葬
奉

5

N

*<
川
耐

義
;=
'

(p
r、a
g
rn
a
t
is
c
h
)
な
も

の
で
あ

る
。

連
邦

裁

判
所

は
、
財

産
権

保
障

に
か
ん

す
る
判

例

と
人
格

的
自

由

に
か

ん
す

る
判
例

の
中

で
、

核

心
的
内
容

を

確
定

す

る

こ
と

に

つ
い
て

闘

最

も

詳

細

に
論

じ

て

い
る

,

財
産

権

保

障

に
か

ん

し

て
は

、

連

邦

裁
判

所

は
、

近
年

の
ド

イ

ツ

に
お

け

る
発

展

と

は
別

の
伝
統

的

な
線

(T
r
a
d
ito
n
s
lin
ie
)

を
受

け

継

ぎ
得

て
お

り

、

つ
ま
り

そ

れ

は
、

い
わ
ゆ

る
　

度
{

障

(I
n
s
tit
u
t
s
g
a
i・a
n
t
ie
)

を
、

財
産

の
た

ん

な

る

存

立
保

障

(b
lo
s
s
e
B
e
s
t
a
n
d
e
s
g
a
i°a
n
t
ie
d
e
s
E
ig
en
tu
m
s
)

と

は
区

別

す
る
も

の
で
あ

る
。
連

邦
裁

判
所

は
、

右

の
よ

う
な
意

味

に
お

い

て
、

次

の
ご
と

く
述

べ
て

い
る
。

一197一

 

「
連

邦

憲

法

一
.
.
.条

の

.一.第

.

.項

に
よ

れ

は
、

邦

は

、

法

律

制

定

の
方

法

で
、

公

共

の
利

益

の
た

め

に
財

産

権

制

限

を
規

定

す

る
権

限

を

有

し

て

い
る

。

右

制

限

は

、

決

し

て
、

ス
イ

ス

の
法

秩

序

の
基

本

的

制
度

と

し

て

の
財

産

権

の
核

心

を

侵

害

す

る
も

の

で
あ

っ
て

は
な

ら

な

い
。

所

有

権

の
制

度

保

障

を
確

保

す

る

た

め

に

は
、

邦

は

、

本

質

的

で
、

所

有

権

の

属

性

N
a6
る

(sic
h

a
u
s
d
e
m

E
ig
e
n
tu
m

e
r
g
e
b
e
n
d
)

処

分

権

・

使

用
権

を
擁

護

し

な

け

れ
ば

な

ら
な

い

の

で
あ

る
。
」



ヘ

ヘ

ヘ

ヒ

へ

人

格

的

白

由

に
か

ん

す

る

判

例

は

、

基

本

権

の
並
口
通

の

(σq
;

、o
h
n
lic
h
)

保

護

領

域

(S
c
h
u
t
z
h
e
i・e
ic
h
)

と

不

可

触

(
u
n
a
n
ta
s
t
b
a
t・)

コ

め

の
核

心

的
内

容

と

の
間

の
境

界

を

な
す

と

こ
ろ

を
明

瞭

に
指
摘

し

て

い
る

、
す

な

わ
ち

、
強

制

的

予
防

接

種
、

父
f

関

係
存

在

確

認

訴
訟

(!
'a
te
r
s
c
h
a
f't
s
肩

a
z
P
S
S

に
お

け

る
立

証

を
目

的

と

し
た
採

=

(
S
l
u
te
n
t
ll
a
h
m
e
)
、

さ

ら

に
は
、

医

薬
L

の
検
査

を
日

的

と

し

た
強

制
的

病
院

人
院

の
よ

う
な
身

体

の
不

可
侵

性

(
In
t
e
g
i・ita
t
)

へ
の

一
歩
踏

み
込

ん

だ
侵

害

は
、

人
格

的
自

由

の
正
常

な

保
護

領
域

の
中

に

位

置

づ
け

ら
れ

る

「
も

の

で
あ

っ
て
、

こ
れ
を

侵

し

た

こ
と

に
は
な

ら
な

い
」
.

こ
れ

に
対

し

て
、

人

に
対

す
る
拷

問

(F
o
lt
e
t°)
と

故
意

ハ

G

(a
b
sic
h
tlic
h
)

殺
害

は
、

疑

う

余
地

な
く
、

人

格

的
自

山

の
核

心
的

内

容

を
侵

害

す

る

こ
と

に
な

る

、
人
格

的

自

山

の
幕

本

権

は
、

拘

禁
法

(H
a
ft
r
ec
h
t
)

S
分

野

で
、

最

も
重

要

な
役

割

を
果
た

し

て

い
る

.
近

時
、

連
邦

裁
判

所

は
、

被
拘

禁
者

(
O
o
鼠
昌
σ覧
。
琴

)

の
処

遇

の
際

に

い
か

な

る
措
置

(1　　I
a
s
s
n
a
h
m
e
)

が
人

格
的
自

由

の
基
本

権

を
侵

害

す

る
も

の

で
あ

る
か

に

つ
い

て
、

よ

り

具
体

的

に
、

次

の

よ
う

に
叙
述

し

て

い
る
、

19(i

 

「
被

拘

榴

者

(=
昧

ニ
ヨ
σq
)
も

、

人

格

的

臼

・田

の
基

本

権

の
保

障

を

求

め

る

(7

憎
集

φ
5
)

こ
と

が

で
き

る

が

、

し

か

し

、

被

拘

留

者

は

、

こ

の

鵬

基

本

権

の
享

受

を

い

か

な

る

形

で
も

請

求

す

る

(b
c
a
諺

p
r
u
ch
e
n
)

こ
と

が

で
き

る

わ

け

で

は
な

い
…

…

、

拘
留

へH
a
ft
)

さ

れ

る

や

、

被

拘

留

者

は
、

彼

ら

に
課

せ

ら

れ

た

強

制

措

置

と

、

国

家

と

彼

ら
と

の
間

の
特

別

関

係

(
h
e
5o
n
cle
re
s
イ
'e
i-h
a
lt
n
is
)

と

か

ら

生

ず

る

と

こ
ろ

の
、

あ

ら

ゆ

る

制

約

に
服

す

る

こ
と

に
な

る

の

で
あ

る

…

…

。
右

の
措

概

は

、

目
的

(N
≦
o
島

)
と

し

て
そ

う

な

る

の

で

は

な

く

、
効

果

(づ
、ご
、オ
∈
函

)

と

し

て
、

被
拘

留

者

の
人

格

の
否

定

(!
'e
l-n
ic
h
tu
n
g
)

が
自

身

に

つ

い

て

の
重

大

な
身

体
的

妨

宥

(
Qo
δ

「
ド5
αq
)

の
惹

起

を

も

た

ら

し

、

ま

た

そ

れ

に
叶

っ
て

い

る

と

き

に

は

、

人

格

的

自

由

の
不

可

触

の

核

心

を

侵

害

す

る

こ
と

な

し

に

は

、

…

…

方

法

の

適

用

(>
n
≪
,・e
n
clu
n
g

v
o
n

'　
Ie
th
o
d
e
)

に
ま

で
到

る

こ

と

は

な
し

え
な

い

の

で

あ

る
、
」

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原
論

』

(
.
四

)

四

L

(
川

)
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m

核
心
的
内
容
の
確
定
に
つ
い
て
の
方
法

基

本

権

の
核

心

的

内

容

は
、

論

理

的

日
演

繹

的

方

法

(lo
g
is
c
h
-d
e
d
u
k
tiv
e

ζ

e
t
h
o
d
e
)

に

よ

る

確

定

(
b
e
s
t
im

m

en
)

に

委

ね

ら

れ

る

も

の

で

は

な

い

。

こ

の

内

容

確

定

の

課

題

は

、

し

か

し

、

解

決

不

可

能

な

(
二
「ilo
s
ぴ
£◎
】、)

も

の

で
も

な

け

れ

ば

、

た

と

え

ば

、

不

文

の

基

本

権

の

範

囲

や

、

人

格

的

白

山

の

保

護

領

域

6
`
'=

定

(
U
m
s
c
h
r
e
ih
u
n
g
)
、

ま

た

恣

意

禁

止

の

射

程

領

域

(づ

¢
σq
≦
2
θ
o
)

の

決

定

(
B
e
s
t
im
m

u
n
g
)

と

い

っ
た

も

の

よ

り

も

一
層

難

賢

で

あ

る

と

い

う

も

の

で

も

な

い

。

出

発

点

と

な

る

も

の

は

、

こ

の

場

合

で

も

、

占

典

的

な

基

本

権

保

護

の
基

本

的

関

・=?
^

(G
i・u
n
d
a
n
lie
g
e
n
)

へ
の

熟

考

(
じu
①゚
・
同n
n
u
n
g
、)

で

あ

る

.

す

な

わ

ち

、

あ

ら

ゆ

る

人

に

国

家

共

同

体

(G
e
m
e
in
w
es
e
n
)

に

お

け

る

「
-<
　

;　
J

(
<　
m
e
n
sc
h
lich
-
)

な

処

遇

を

保

障

す

る

こ

と

、

国

家

お

よ

び

社

会

に

お

い

て

あ

ら

ゆ

る

人

を

白

身

を

維

持

し

発

展

さ

せ

る

た

め

に

情

報

と

意

見

の

自

山

な

交

換

(A
u
s
t
a
u
s
c
h
)

を

保

障

す

る

こ

と

、

が

そ

れ

に

あ

た

る

,

核

心

的

内

容

を

確

定

す

る

に

あ

た

っ

て
も

、

そ

の

確

定

は

基

本

権

の

具

体

化

に

?
lず

や

(u
b
e
r
h
a
u
p
t
)
奉

仕

す

る

も

の

と

な

ろ

う

よ

う

な

観

点

が

持

ち

出

さ

れ

る

べ
き

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

そ

の

観

点

と

は

、

そ

の
時

々

に
基

本

権

を

定

y

化

(
F
o
r
m

u
lie
r
u
n
g
)

す

る

に

つ

い

て

の

歴

史

的

動

因

(
〉
三
窃

の
)

の

分

析

、

基

本

権

の
意

味

内

容

に

つ

い

て
哲

学

的

批

判

的

省

察

(p
h
ilo
s
o
p
h
is
c
h
-k
r・it
is
c
h
e
R
e
f
le
x
io
n
)
、

す

べ

て

の

人

の
白

己

実

現

(S
e
lb
s
tv
er
w
ir
lclic
h
u
n
g
)

6

た

め

の

・
基

本

権

の
意

=F
付

け

　
B
e
d
e
u
t
u
n
g
)、

お

よ

び

、

今

日

の

社

会

的

現

実

に

お

け

る
基

本

権

の

作

川

可

a"
性

(
W

ir・k
u
n
g
s
m

o
g
lich
k
e
it
)

と

機

能

、

と

い

っ
た

も

の

で

あ

る

。

法

の

比

較

(
比

較

法

、

R
e
c
h
ts
v
e
r・g
le
ich
u
n
g
)

と

り

わ

け

、

わ

が

国

の

文

化

圏

と

は

別

の

憲

法

国

家

(
V
e
i°fa
s
s
u
n
g
s
s
ta
a
t
e
n
)

と

の
比

較

も

、

啓

発

的

で

あ

る

と

い

え

よ

う

。
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の

核
心
的
内
容
の
確
定
に
対
す
る
国
際
法
の
影
響

[147)

基

本

権

の
核

心

的

内

容

を

確

定

す

る

た

め

の
方

針

(R
ic
h
tlin
ie
n
)

-'U
基

}

(K
r
ite
r
ie
n
)

は

、

国

際

法

か

ら

も

取

り

出

す

(e
n
t
n
e
h
m
en
)

こ
と

が

で
き

る
。

と
り

わ

け
、

二

つ
の
国
際

法

上

の
組
織

(In
s
t
it
u
t
)

が
、

次

の
よ

う

に
、

い
か

な

る

こ
と
が

あ

っ
て

も

(u
n
te
r
k
e
in
e
n
U
m
s
t　
n
d
e
n
)

人
権

U
基
本

権

位
置

(ζ

①
房

号

o
旨

①
o
耳
ω
-
⊆
ロ
⊆
Ω
「
`
b
晋

8
暮
・゚
O
o
の
凶自
8

)

が

侵

害

さ
れ

て
は
な

ら
な

い
範
囲

を
、

ま
さ

し
く

適

正

'

(g
e
n
a
u
)
確

定

し

て

い
る

の

で
あ
る
。

へ

も

ぬ

ヘ

へ

も

も

も

ヘ

へ

ー

さ
ま

ざ

ま
な

人

権
取

極

め

(-:
権
条

約

°
M

e
n
s
ch
en
re
ch
t
s
v
e
r
t
r
a
g
)

は
、

個

々
人

に
人
権

の
保
障

を
緊

急

事

態

に
も
抗

し

う

る

も

6

(n
o
ts
ta
n
d
f
e
s
t)

と

し

て
明

示
的

に
定

め

て
お
り

、
ま

た
、

そ
う

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

個

々
人

に
、

特

別

の
地

位

(
幻
き

σq
)

を

付
与

(
v
e
r
le
ih
e
n
)
し

て

い
る

の
で
あ
る
。

欧
州
-<
権
保
護

条

約

(E
u
ro
p
巴
s
c
h
e
M

e
n
s
c
h
en
r
ec
h
t
s
k
o
n
v
e
n
t
io
n
.
E
M
R
K
)

は
、

一
五
条

二
項

に
お

い

て
、

一
定

の
権
利

は
、

国

民

(N
a
t
io
n
)

S
生
存

が

脅

か
さ

れ

る
よ

う
な

戦
争

ま

た

は
そ

の
他

の
公

の
緊

急

事
態

の
場
合

で
も
、

無

効

と
さ

れ

る

(
a
u
s
s
e
r
K
r
a
ft
s
et
z
e
n
)

こ
と

は
な

い
、

と

定

め

て

い
る
。

こ
う

し

た
特

別

の
保

護

を
受

け

る
も

の

　い
ロ

は
、
生

存

へ
の
権

利

(
E

M

R
K

二
条
)
、
拷

問
お

よ
び
非

人

間
的

ま

た
は

屈
辱

的
な

(
e
r
n
ied
r
ig
e
n
)

刑
罰

ま
た

は
処
遇

の
禁
止

(
ご
.

ハお
り

条

)
'

奴
隷

お
よ

び
農

奴

(L
e
ib
e
ig
e
n
s
ch
a
ft
)

6
禁

止

(
四
条

一
項

)

な
ら

び

に
遡

及
的

刑
事

法

の
禁

止

(七

条

)

で
あ

る
。
同

様

の

ハの
ソ

規

定

は

、

「
市

民

的

及

び

政

治

的

権

利

に

か

ん

す

る

国

連

の

国

際

規

約

J

(I
n
te
r
n
a
t
io
n
a
le
P
a
k
e
t
d
e
r
U
N
O

fib
e
r
b
iir
g
e
r
lic
h
e
a
n
d

ハの
り

 p
o
lt
is
c
h
e
R
ec
h
t
e
)

お

よ
び
米

州

-G
権
条

約

(A
m
e
r
ik
an

is
c
h
e
M
e
n
s
ch
e
n
r
ec
h
t
s
k
o
n
v
e
n
tio
n
)

に
も

み

ら

れ

る
。

欧

州
人

権
保

護

条

約

の
規

定

は
、

一
定

の
基
本

権

の
核

心
内
容

を
確

定
す

る

に
際
し

て
、

ス
イ

ス
の
裁

判
官

を
直

接

に
拘
束

す

る

が
、

他
方

、

そ
れ

以

外

の
右

に
挙
げ

た

二

つ
の
人

権

条
約

は
、

た

か

だ
か
、

裁
判

に
あ
た

っ
て
の
基
準

線

(
L
ic
h
tlin
ie
)

と
な

る

に
す
ぎ

な

い
。

と

い
う

の

は
'

そ
れ

ら

±
b
'

い
か

な
rta
-C
権

主
張

(M

en
s
ch
e
n
r
e
c
h
ts
an

s
p
r
u
c
h
)

が
特

別

の
か

つ
常

に
妥
当

す

る
保
護

を
必

要

と
す

る
の

か
に

ヨ

ル
ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ
i

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論
』

(
一
四

)

四

九

(
613

)
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.κ

○

(
一-

)

か

ん

し

て

、

国

際

的

共

同

体

(
in
t
e
r・n
a
t
io
n
a
le
G
e
m

e
in
s
c
h
a
ft
)

C̀
重

要

な

部

分

の

合

意

を

反

映

し

た

も

の

だ

か

ら

で

あ

る

。

一
般

国

際

法

(A
llg
e
m

e
in
e
s

V
o
lk
e
r
r
e
c
h
t
)

の

分

野

に

お

い

て

は

、

い

か

な
為

国

家

も

契

約

ヒ

の

取

決

め

(<
2
,ご
φ
σq
野

げ
。

V
e
i°e
in
b
a
t°u
n
g
)

と

は

関

係

な

し

に

拘

束

さ

れ

る

と

こ

ろ

の

、

い

わ

ゆ

る

強

行

法

(
ru
s

c
o
　sP
n
s
)

と

し

て

の

人

の

権

利

請

求

(m

e
n
s
c
h
lic
h
e
r
R
e
c
h
ts
a
n
s
p
r
u
c
h
)

6

核

心

領

域

が

承

認

さ

れ

る

べ
き

こ

と

が

判

明

し

て

い
る

。

国

際

司

法

裁

判

所

は

、

す

で

に

.

九

κ

一
年

に

、

ジ

ェ
ノ

サ

イ

ド

条

約

(
G
e
n
o
z
d
-A
b
k
o
m

m
e
n
)

に
か

ん

す

る

同

裁

判

所

の

鑑

定

陛

(_G
u
ta
c
h
te
n
)

C̀
中

で

、

こ

う

し

た

類

の

条

約

(
V
e
r
b
°a
g
s
w
e
r
k
)

は

、

そ

の

締

結

も

し

く

は

批

准

の
際

に

い

か

な

る

留

保

を

す

る

こ

と

に

も

耐

え

る

こ
と

の

で

き

な

い

堅

固

で

か

つ
普

遍

的

に
妥

当

す

る
核

心

を

含

む

も

の

で

あ

る

こ
と

を

確

認

し

て

い

る

。

そ

れ

ゆ

え

、

条

約

締

結

国

(　
　e
r
t
ra
g
s
s
t
a
a
te
n
)

は

、

提

.';
k
U
れ

た

(
a
b
g
e
g
e
b
e
n
)

留

保

が

条

約

の

対

象

お

よ

び

目

的

と

合

致

し

て

い

る

場

合

、

そ

れ

に

限

っ

て

、

協

定

(A
b
k
o
m

m
e
n
)

S

・
白

己

に
.X

-h

K
a

(f'tti・
r
ic
h
)

拘

東

力

を

制

限

す

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る

、

大

量

虐

殺

の
禁

止

と

な

ら

ん

で
、

今

日

で

は

、

奴

隷

制

度

の

　
':止

(
S
k
la
v
角

e
iv
霞

b
o
t
)

な

ら

び

に

拷

問

の
禁

止

も

、

す

べ

て

の

国

家

が

絶

対

的

か

つ
強

制

的

に

拘

束

さ

　

れ

る

と

こ

ろ

の
先

述

の

人

権

の
保

障

(ti
-le
n
s
c
h
e
n
i°e
c
h
t
sg
a
i、a
n
tie
)

に
数

え

ら

れ

る

。
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ω

事

例

核
心

的
内

容

の
画
定

の
た

め

の

・
方

法
論

的

に
満
足

で
き
る
理

論

は
、
八
,
目
な

お
欠

如

し

て
い
る

、
そ
れ

ゆ

え
、
探

求
さ
れ

る

べ
き

は
、

個

々
の
生

活
領

域

(L
e
b
e
n
s
b
e
r
e
ic
h
)

に

つ
い

て
、

制

限
可

能

な
保

護
領

域

と
基

本

権

の
不

可
触

6

(u
n
a
n
t
a
s
t
b
a
】°)

核

心
内

容

と

の

間

の
境

界

を
設
定

す

る
た

め

に
、

事

例
的

に

(e
x
e
m
p
la
r°in
ch
)
照
準

=

(
R
ic
h
tp
u
n
k
t
)
を
、

〔た

と

え
ば
次

の
ご

と
く

に
〕

設
定

す

る

こ
と

で
あ

ろ
う
。



1

.
人
格

的
自

由

と

い
う
基

本

権

に

つ

い
て
は
、

そ
れ

に
対

す

る
根
本

的

関

心

(G
r
u
n
d
a
n
lie
g
e
n
)

か

ら
、
体

刑

(K
tir
p
e
r
st
r
a
fe
)

の
禁
止

(連
邦
憲
法
六
〇
条

〔正
し
く
は
六
五
条
-

訳
者
〕
二
項
)
は
不
可
触
の
核
心
内
容
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
非
人
間
的
な
い

　
ゆ

り

し
人
を
卑
し
め
る
処
遇
の
国
際
法
に
よ
る
禁
止
と
の
関
連
で
生
じ
る
。

ハの
ソ

2

.
拘

禁

の
執

行

(
H
a
ft
v
o
ll
z
u
g
)

に
か
ん

す

る
憲

法
上

の
要
請

を
め

ぐ

る
豊

富

な
司

法

判
断

(
㍉
巳

貯
的
言

憎
)

か

ら

導

か

れ
る

も

の

は
、
人

間

の
尊
敬

に
叶

っ
て
お
り

、
意

地
悪

く

な

い

(
m
e
n
s
c
h
e
n
w
ti
r
d
ig
,
n
ic
h
t
s
c
h
ik
an

o
s
)

拘
禁

の
執
行

も

し
く

は

刑

の
執
行

に

つ

い

て
の
要
請

(O
oげ
o
け
)

は
人

格
的
自

由

の
核

心
的
内
容

に
属
さ

な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

ハの

り

個

別

の
事

例

に
お

い
て
、

連

邦

裁
判

所

の
判
例

と

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
人

権

委

員
会

(E
u
r
o
p
旺
s
c
h
e
M
e
n
s
ch
e
n
r
e
ch
ts
k
o
m
m
is
s
io
n
)

S

実

例

(P
ra
x
is
)

S
今

日
的

状
況

か

ら
す
れ

ば
、

絶
対

に
不

可
触

と

み
な
さ

れ

て

い
る
も

の
は
、

次

の
事

柄

で
あ

る
。

在

監
者

(=
睦
けlin
gQ
)

の
-G
格

(P
e
r
s
s
n
lic
h
k
e
it
)

を
否

定
し

、

ま
た

は
在

監
者

に
重
度

の
身

体
的

障
害

を
惹
起

す

る

よ

う
な
あ

ら
ゆ

ロ　
ね

る
措

置

の
禁

止
。

ハの

り

と
り
わ

け
長

期
な

い
し

終
身

の
在

監
者

(H
a
ft
)

の
人

間
的

形
成

(
h
u
m
an
e
A
u
s
g
e
s
ta
ltu
n
g
)

に

つ
い

て

の
最

低
基

準

の
保
障

。

精

神
的

隔

離

(S
in
n
e
s
iso
la
t
io
n
)

と
社

会
的

%
分

離

(s
o
zia
le
Is
o
lie
r
u
n
g
)

が
、

そ
れ

ら

が
人
格

の
破

壊

に
ま

で
行

き

着
く

ほ

ど

ハの
ソ

に
、

相
互

に
結
合

し

あ

っ
て
い

る
よ
う

な
隔
離

房
監

禁
刑

(Is
o
la
tio
n
s
h
a
ft
)

の
禁
止

。

ハ
の

コ

最
低
限

の
医

療
上

の
看

護

(胃
z
t
lic
h
e
B
et
r
e
u
u
n
g
)

ハれ
ヒ

非

人
間

的

か

つ
人

を
卑

し

め
+,ca尋

問
方

法

(V
e
r
h
tir
m
et
h
o
d
e
)

S
禁
止

。

　の
り

3
.
人

の
社

会
的

価

値

(
G
e
ltu
n
g
)

も
、
人

格
的

自
由

の
保

護
領

域

に
属

し

て

い
る
。

そ

の
核

心
的

内
容

が

侵
害

(び
曾
尾
o
誇
。昌
)
さ

れ

へ
の

い

る
の
は
'

人

(M
e
n
s
c
h
)

あ

る

い
は
人

の
集
団

(P
er
s
o
n
e
n
g
r
u
p
p
e
)

が
卑

し

め
る
扱

い
を
受

け
た
場
合

で
あ

る
。

4

.
意

見

表

明

の
自

由

お

よ

び
情

報

の
自

由

の
核

心

的

内

容

を

侵

害

(v
e
r
s
to
l3
e
n
)

す

る
も

の

は
、

た

と

え

ば

、

特

定

の
芸
術

家

(K
u
n
s
ts
c
h
a
££e
n
d
e
)

に
対

す

る
執

筆

・
出

版

の
禁

止
、

ま

た

は
、

外

国

の

ラ
ジ

オ

・
テ

レ
ビ
ジ

ョ
ン
番
組

を

聴

き

・
視
聴

す

る

こ
と

の

(149)[150)

一192一

 

ヨ

ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基
本

権

原
論

』

(
一
四
)

五

一

(
01M

)



五

.

.

(
913

)

禁

止
な

ど

で
あ

る
。

5

.
信

教

の
自

由

の
核

心
的

内

容

に
属

す

る
も

の
は
、

あ

ら
ゆ

る
人

に
芸

術

の
処
遇

(
K
u
n
s
t
h
a
n
d
lu
n
　
)

6
'
越

を
強

制

す

る

こ
と

を
禁

止

す
る

こ
と

で
あ

る
。

6
.
請

願

の
自

由

の
核

心
的
内

容

は
、

い
ず
れ

に
せ

よ
、
個

人
が

官
庁

に
対

す

る
陳
情

(
O
o

°。
ξ

ぴ
)
、
告
発

(A
n
z
e
ig・e
)
、

,
.
　

=
=

(
B
it
te
)

を

、

い
か

な

る
制
裁

(S
a
n
k
t
io
n
)
も

受

け

る

こ
と
な

く
届

け

る
権

利
を

形
造

っ
て

い
る
。

一
般

的
法

律

の
中

に
請

願

の
白

出

を

疑

う
余

地

な
く
位

置

づ
け

る

こ
と

(名

誉

殴
損

の
不

法
行

為

(E
h
署
e
r
le
t
z
u
n
g
s
d
e
lik
t
)

や
官

職

お
よ

び
職
業

の
秘
密

な
ど

を
留

保

し

て
)

は
、

　
　

右

の
核

心
的
内

容

か
ら

は
区

別

さ
れ

る
。

7
.
法
的

平
等

の
基
本

権

の
領

域

に
お

い

て
は
、

す

べ
て

の
人

の
権

利
能

力

の
承

認

(
民
法

〔
Z
G

B
〕

二

条

)

が
、

不

可
触

の
核
心

的
内

容
と

み

な
さ
れ

る
。

融

8
.
恣
意

禁
止

は
、

生

存

へ
の
権
利

と
類

似

し

て

い
る

の
で
あ

る
が

一
個

の
絶
対

的

な
制
約

を

設
定

す

る
も

の
で
あ

る
。

高

　
;　
=　
'
(H
o
h
e
it
sa
k
t
)
は
、

厳

密

に
醜..口
っ
て
、

場
合

に
よ

っ
て
は
、

問
題

の
あ

る
も

の
と

み
ら

れ
る

の

で
あ

っ
て
、

た
と

え

ば
、

普

通

に

は
な

い
差
別

に
該

る

こ
と
が

あ
り

う

る
。
し

か
し

、
高

権
行
為

が
恣

意

の

"増

"

(W
illk
u
r
s
ch
w
e
lle
)
を
鍮

越

し
た

と
き

に

は
、

そ

の

限
り

で
、

そ
れ

は
、

い
か

な
る
状

況

の
ド

で
も

許
容

さ
れ

な

い
。
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問

題

は

、

右

の
増

を

ど

の
よ

う

に
画

定

す

る

か

で

あ

る
。

結

局

は

、

た

ん

に
形

式

的

な
⊥・口
明

(
A
u
s
sa
gq
①
)
を

除

い

て

は
、

た

と

え

ば

次

の

ご

と

く

に
考

え

ら

れ

る
。

す

な

わ

ち
、

正
義

の

感

情

(G
e
re
ch
tigq
k
eits
em

p
fin
d
e
n
)

に
衝

突

す

る
よ

う
な

仕

方

で
違

背

す

る

(z
u
w
id
e
r
la
u
f
en
)

こ

と

は

、

絶

対

に

(s
ch
le
c
h
t
h
in
)
支

持

さ

れ

え

な

い

か

ら

右

の

〔増

を
定

め

る

〕

境

界

線

(9

歪
邑

は
、

個

別

の
事

例

に
お

い

て

の

み
画

定

さ

れ

う

る

の

で

あ

る
。

し

か

し

、

そ

れ

が

見

出

さ

れ

た
場

合

に

は
、

制

約

可

能
性

の
許

否

に

つ
い

て

の
問

題

は
、

も

は

や

設
定

さ

れ

る

こ
と

は

な

い
。



9
.
著

者

の
見
解

に
よ

れ
ば

、

自
己

の
生

存

(O
b
e
r
le
b
e
n
)

6
`
た
め

に
不

可
欠

な
手

段

と
国

家
共

同
体

に
よ

っ
て
維
持

さ

れ

る

こ
と
を

ハの
り

す

べ
て

の
住

民

が
要
求

す

る

こ
と
も

、
不

可
触

で
あ
る
と
思

わ

れ

る
。

ハ　
　

10
.
連

邦
裁

判
所

は
、

取

引

お
よ

び
営

業

の
自

由

の
核

心
的
内

容

に

つ
い
て
も

示
唆

し

て

い
る
が
、

た

だ
、

そ

の
中

味
を
確

定

し

て

い
る

わ
け

で
は

な

い
。

わ
れ

わ
れ

の
見

解

で

は
、
取

引
お

よ
び

営
業

の
自

由

の
多

様

な
目
的

志
向

(Z
ie
lr
ic
h
t
u
n
g
)

を

、
次

の
よ
う

に
区

別
す

べ
き

で
あ

る
。

取

引
お

よ

び

営
業

の
自

由

は
、

と

り

わ
け
、

経

済

領
域

に
お

け

る
人

格

の
発

展

(E
n
t
fa
lt
u
n
g
d
e
r
P
e
r
s
o
n
lic
h
k
eit
)

に

つ
い

て
の

人
権

の
観
点

を

有

し

て

い
る
。

そ

こ

で
は
、

職
業

選

択

(B
e
r
u
fs
w
a
h
l)

S
自

由
、

し

た
が

っ
N
職

業

遂
行

(B
e
r
u
fs
a
u
s
iib
u
n
g
)

S

自

由

が

前

面

に
出

て

い
る

。

職
業

選
択

の
自

由

の
核

心

が
侵

害

さ

れ

る

の

は
、

た

と

え

ば
、

完

全

に
特

定

さ

れ

た

職
業

を

お

こ
な

う

ハ
ほ

け

(e
r
g
re
ife
n
)

こ
と
を

国
家

が
強

制

し
+
:
り
'

+6̀
*ca
;
.は
'
就

業

活
動

(E
r
w
e
r
b
s
t
a
t
ig
k
e
it
)

6'
遂

行

を

一
般
的

に
禁

じ
た
り

し

た
場
合

で
あ
る
。

取
引

お
よ

び
営
業

の
自

由
は
、

右

の
よ

う
な
意

味

を
も

つ
と

と
も

に
、
市

場

経
済

(M
a
r
k
t
w
ir
t
s
ch
a
f
t
)

の
た

め

の

一
つ
の
経

済
政
策

的
基

本
決

定

の
表

現

で
も

あ
る
。

こ
の
取

引
お

よ
び
営

業

の
自
由

に
不

可

触

の
核

心
的

内
容

が

あ
る

の
か
否

か

の
問
題

(P
r
o
b
le
m
)

は
、

㎜

人

格
的

自
由

の
核

心
的

内
容

に

つ
い
て

の
人

権
論

的

問
題

(m
e
n
s
c
h
e
n
r
e
ch
tlich
e
F
r
a
g
e
)
と

は

別

の

レ
ベ

ル

に
存

在

し

て

い
る

ー

へな
ロ

そ
れ

は
、

更

に
詳

論
す

る
必

要

の
あ

る
諸

理
由

に
も
と

つ
く

も

の
な

の
だ

が
。

す

な
わ

ち
、

一
定

の
経
済

体
制

を

選

択
す

る

こ
と

は
、
歴

史

　ド
　

的

な
憲
法

決
断

(V
e
r
fa
ss
u
n
g
s
e
n
ts
c
h
e
id
u
n
g
)

に
も
と

つ
く

も

の
な

の

で
あ

る
。

可
能

な
経

済
体
制

の
の

う
ち

実
際

に
画

定

さ
れ

る

べ

き

多

数

〔
は
何

か
〕

と

い
う
観

点

か

ら

す

れ

ば
、

わ

が

国

に
最

も
適

切

な

(
<
。
昌
轟

暮

)

も

の
を

人

権

の
d
a
ず

る
も

S

(m
e
n
s
c
h
e
n
-

r
e
c
h
tlich

g
e
b
o
te
n
)

と
し

て
も
位
置

づ
け

る

こ
と

は
、

困
難

に
な

る
。

そ

の

こ
と

は
、

経

済
的

自

由

の
核

心

領

域

に

つ
い

て
憲

法
内

在

的

に

(
v
e
r
fa
s
s
u
g
s
im
m
a
n
e
n
t
)
語

る

こ
と

を
排
除

す

る
も

の

で
あ

な
く
、

こ

の
核

心
領
域

を

な

い
が
し

ろ

に

す

る
と

き

に
は
、

市
場

経

済

を

排
除
す

る

こ
と

に
な

る
。
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.瓦

四

(
123

)

原

註

(441
)

核

心
?

容

(K
e
rn
g
eh
a
lt)

に
代

え

て
、
ー

基
本

法

.
九

条

.

..項

を
模
範

に
し

て

i

本
質

内
;:G

(W

e
sen
s
gq
eh
a
lt
)
と

い
う
概

念

も

使

わ

れ

て

い

る

.

(
541

)

こ

れ

に

か

ん

し

N

om

'

S
n
i,a
n
in
,
G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
e
(
A
n
m

.
1
5
)
,
S
.
3
6
4
f
.

(鵬

)

基
本

法

.
九

条

.

..項
は
、

次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
.
ー

-基

本

権

が
、

そ

の
本
質

的
内

G

(W
e
se
n
s
gq
eh
a
lt)

に

お

い

て
侵
害

さ

れ

る

こ

と

が

許

さ

れ

る

よ

う

な

例

は

皆

無

で

あ

る

。
-

と

、.

右

の

観

点

に

か

ん

す

る

豊

富

な

文

献

の

う

ち

い

く

つ
か

を

挙

げ

N

お

v

一̀

P
E
T
E
R

H
.4
B
E
R
L
E
,
D
ie

W

e
s
e
n
s
g
e
h
a
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